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心も体もリフレッシュ！

秋の収穫が待ち遠しい

観光シーズン到来！
　総領自治振興区が健康教室・4/8

　高野小学校児童がりんご農家作業体験・5/15

　帝釈峡湖水開き・4/29

総領自治振興区主催の「健康教室」が総領自治振興
センターで開催され、地域住民 15人が参加しました。
参加者はフィットネスインストラクターで日赤救急

指導員の河原田聡美さんの指導のもと、健康スモール
ボールを使用してストレッチ。椅子に座ったままの姿
勢で、ボールを使ったさまざまなポーズをとりながら
ストレッチすることで、日頃の生活で硬くなった筋肉
を柔らかくし、肩こりや腰痛などの改善に効果があり
ます。
参加者は「肩のまわりの筋肉がほぐれてすっきりと

し、気持ちもリフレッシュできた」と喜んでいました。

高野小学校のりんご農家体験授業（摘花作業）が、
高野町下門田地区のりんご園で行われ、５年生 15人
が参加しました。

天候にも恵まれたこの日、子どもたちは枝の先に咲
いている複数の花の中から、中心の花だけを残し、残
りの花を摘むという細かい摘花作業に苦戦しながら

も、りんご農家の島津宏之
さん、犬飼武さん、松長裕
二さんに教わりながら集中
して作業を行いました。
作業を体験した伊原奈々
さんは「摘花作業の意味が
良く理解できた。実際に体
験すると思った以上に複雑
な作業で、りんご農家の方
の大変さがわかった」と話
していました。
今回摘花作業を体験した
子どもたちは、６月に実の
剪定・袋かけ体験、11 月
に収穫体験をし、収穫した
りんごは、子どもたち自ら
「道の駅たかの」で販売す
る予定です。

新緑に彩られた国定公園帝釈峡「神龍湖」で、「第
48回帝釈峡湖水開き」が行われました。
帝釈峡の安全と繁栄を祈願する神事が行われた後、

白龍の装飾をほどこした観光遊覧船が白煙を上げなが
ら湖面を走り、多くのカメラマンがその姿を撮影して
いました。
主催した帝釈峡観光協会の藤原富雄事務局長は「湖

水開きから帝釈峡の観光シーズンが始まる。たくさん
の方々にお越しいただくために、広島県や市などと連
携し観光振興に努めたい」と話していました。

▲河原田さんの（中央）から指導を受けながらストレッチ

▲農家の皆さんに教わりながら摘花作業を体験する児童

▲遊覧船を一目見ようと多くの人が集まる
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田植唄が田園に響く

やまなみ街道開通で大にぎわい

伝説の地に多くの人

プロレスで備北活性化を

　伝統の布見作業田植・5/16

　モーモー物産館春の感謝祭・4/25 ～ 26

　熊野神社春季大祭「おくまのさん」・4/29

　KAIENTAI DOJO・5/17

比和町布見地域で伝統の作業田植が行われました。
これは、２年に１度行われ、サゲと早乙女（そうとめ）

と呼ばれる人たちの掛け合い調子で、昔ながらの田植
え風景を再現します。芸術家の岡本太郎さんも絶賛し
たといわれる田植唄が唄われ、それに合わせて早乙女
に扮した県立広島大学の学生や子どもたち、飛び入り
参加のお客さんが、横一線で苗を植えていきました。

今回は平岡利夫さん所有の田んぼで行われ、平岡さ
んが飼育している作業牛による昔ながらの代かきも披
露されました。見学した人は「これからもこの伝統行
事を守り続けてほしい」と話していました。

中国やまなみ街道全線開通記念モーモー物産館春の
感謝祭が行われ、約 4000 人が訪れにぎわいました。

口和地域の団体によるさまざまなステージイベント
のほか、比婆牛串焼き、ワニのてんぷら、新鮮野菜の
販売、手打ちそばなどが出店し、来訪者は口和の味覚
を満喫。特に比婆牛串焼きは人気であっという間に完
売しました。

モーモー物産館の三吉龍次さんは「やまなみ街道が全
線開通し、島根県や四国からも近くなった。大勢のお客
さまに来ていただけるよう、楽しみを提供していきたい。
口和の活性化のお役に立ちたい」と話していました。

古事記に由来する熊野神社の春季大祭「おくまのさ
ん」が、西城町熊野の熊野神社を中心に行われました。

この春季大祭は、チリゲと呼ばれる小児のかんの虫
を封じる「ちりげ封じ」の祈願が行われることでも知
られており、昔から地元を中心に多くの人々に親しま
れています。

大鳥居を囲むようにゴギの塩焼きなど地元の特産品
が並び、餅つきなども催され、多くの人でにぎわいま
した。また、西城町神楽愛好会による神楽の奉納や西
城川太鼓が披露され、訪れた人々はその迫力に魅了さ
れていました。

備北活性化プロジェクト実行委員会が主催するプロレ
ス大会が、市総合体育館で開催されました。

この大会は、同実行委員会が千葉県を拠点に活動する
プロレス団体「KAIENTAI DOJO」に呼びかけ実現。こ
の日６試合が組まれ、レスラーの鍛え上げられた肉体か
ら次々に繰り出される技と受けの応酬に、約２００人の
観客は圧倒されていました。

観戦した荒木美紀さん（新庄町）は「生の迫力はすごい」
と興奮気味に話していました。

実行委員長の横山治郎さんは「備北活性化に向けて
収穫と反省をもって次につなげたい」と話していました。

▲苗を植えていく早乙女たち

▲会場ではヒバゴンも登場

▲にぎわう会場

▲圧巻のパフォーマンスで観客を魅了
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